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要　　旨
　日本三景・天橋立を対象として①最寄りの宿泊施設、②対岸への遊覧船、③丘に登る観光鉄道、
④全貌を観賞できる展望施設という 4点を企画し総合経営した石間金造の観光デザイナーとしての
特質は①外来性、②新奇性、③地域融合性、④先見性、⑤総合性、⑥革新性に加え、⑦観光施設の
不動性を克服し数度もの移動を敢行した点にあろう。最高の立地を追い求め、宮津より文殊に進出、
公園内に海の別荘を設け、汽船会社を起こし、客を成相山頂に案内した。それでも満足せず文殊の
裏山に山の別荘を設け、戦後遊園会社を起こし、自前の観光鉄道「ロマンスカー」まで特設し彼の
観光デザインは完成した。彼がこだわった客人へのもてなしの究極の場所は足利義満が最初に見出
だし、雪舟が描き、川端龍子、山口誓子らの文人がその足跡を辿ったほど“玄妙”のビューポイン
トであった。しかも施設が完備した段階で御宿泊所に選ばれ、昭和 26 年末昭和天皇の行幸を賜っ
た天覧の名誉はいうまでもないが、石間金造が当時想定し得る最高のゲストをお迎えするホスト役
を自ら果たせたことは観光デザイナー冥利に尽きる瞬間であろう。
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Ⅰ．はじめに
　日本三景・天橋立の独特の地形は潮流によって運ばれてきた土砂が細長くのびる形で堆積した
砂嘴である。観光客が長細い天橋立を一望するのはなかなか困難なため、古来天橋立の観賞法は
「玄妙亭」、成相寺・傘松公園など小高い丘陵地から全景を俯瞰するのが通例とされた。近代以降
天橋立に観光客を誘致する企業側の着想した観光デザインの骨子は、①中心市街地のある宮津・
文殊堂などに宿泊施設を設置し、②対岸の成相寺・傘松公園方面への観光客を乗船させる遊覧船
を運航し、③小高い丘に登る観光客の便宜を図るため登山鉄道を建設し、④天橋立の全貌を観賞
し得る展望施設を設置するという 4点に集約された。現在でも阪急東宝グループ⑴はこの観光デ
ザインに準拠して、①阪急ホテルチェーンの天橋立ホテル、②文殊～一の宮間の航路、③傘松～
成相寺間の鋼索鉄道、④傘松展望台を昭和 33 年ころから段階的に系列化した丹後海陸交通によ
り総合経営している。
　本稿ではすでに廃止されて半世紀が経過し草蒸す廃墟になってはいるが、「玄妙遊園ロマンス
カー」と名乗った鋼索鉄道という、別の③の存在に着目して、たった一人で①から④の日本三景
の観光デザイン⑵を総合経営した石間金蔵という特異な観光経営者に焦点を当てて、彼の観光デ
ザイナー⑶としての資質を探ってみたい。地元の『丹後吉津村誌』⑷は石間の一連の活動の波紋を
「当時村民に甚だしき衝動を与へ、文殊開発の気運一時に挙がり」（村誌，p372）、「旧観全く一変
し…現今の盛観を呈するに至れり」（村誌，p688）と、その革新性を評価している。石間家文書な
ど第一次史料に接近できていない現段階の次善・三善の策として、当時石間が広く観光客向に発
信した案内書・栞の類の史料的価値⑸に着目し、可能な限り時系列的に収集し掲載された地図、
画像、行間から石間の資質を推察しようとした試論である。生前、故中川浩一氏にはこうした観
光学における迂回手法はもとより、「玄妙遊園ロマンスカー」を含めたケーブルカー全般につい
ても種々ご教示いただいた。また丸山宏氏の天橋立公園に関する先行研究にも多くの示唆を受け
たことに感謝したい。
Ⅱ．石間金造の関係事業（戦前）
　明治 31 年発行の『橋立美やげ』には宮津の白柏町二丁目に石間松蔵の経営するカネ中「中屋」
という旅館が、荒木金兵衛ら「旅宿家案内　大勉強親玉」（美やげ）15 軒の宮津の旅館中に存在
する。「中屋」石間松蔵の系統に位置する石間金造（宮津村字白柏 1251 番地に居住）［写真－ 1］は
大正 3年与謝郡吉津村文珠 644 番地（天橋立回旋橋畔）に、「宏荘なる旅館を起し」（村誌，p687）、
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宮津での家業「中屋」に由来する「なかや旅館」を名乗ったも
のと考えられる。監督官庁は「なかや旅館は大正九年の開業に
かかり玄妙庵及び掬翠荘を有し…傘松と相対して展望地として
極めて地の利を得ている関係上、経営状態は同地に有る多数の
旅館の内最も良好」（調査）と評価していた。
　石間自身が経営したなかや旅館の各館、代表者・有力出資者
等として深く関わった合名会社橋立潮湯、橋立廻遊船（天橋立
汽船と改称）など、戦前期の“観光デザイン”を年代順に概観
しておく。
（1）合名会社橋立潮湯
　「大正六七年水戸水田の造物処分より成れる築地出現するや、石間金造宮津より来りて、築地
に潮湯を始め」（村誌，p372）た。大正 7年 9月「四軒茶屋」⑹衆の中の山崎作平を除く、残りの幾
世勘七、織田彦兵衛、吉野定五郎（後述）の 3人全員と共同して文珠地区での「湯屋業」を目的
とする資本金 3,000 円の合名会社橋立潮湯を大正 7年 9 月 19 日設立し、資本金の 41.7％に相当
する 1,250 円を出資し代表社員に就任した。（商登、資料，p857）
　新参者の石間が「維新前に於ける此辺一帯は四軒茶屋及渡守の外は住家なし」（村誌，p687）と
された文珠地域に食い込むためには、地域に根を下ろしている古参の地権者と連携するほかはな
かったのであろう。大正 13 年吉田初三郎は文殊について「吉津村の一部落で、小市街をなして
居る。旅館食堂軒を並べ、土産物売る店も多い。塩浴の設けもある。夏は海水浴の客で賑ふ。橋
立の美景を前にして、浴後の清風に接する爽快は、また格別」（初三郎）と、橋立潮湯の「塩浴」
利用を勧めている。石間も海水浴客の浴後の利便施設、あるいは旅館宿泊客用の共同利用施設と
しての「潮湯」の観光客誘致上の有益性を説いて「四軒茶屋」衆を引き入れたのではなかろうか。
　共同経営者の幾世勘七（吉津村文珠 471 番地）は元禄 3年以来智恩寺門前で掛茶屋を営む「四軒
茶屋」（村誌，p682）衆の血統として、門前で智慧餅を四軒で独占販売、「勘七のみは座敷あり」（村
誌，p372）とされた「四軒茶屋」中の最大手であり、明治 17 年の村方文書にも連署人として登場
する。（村誌，p682）明治 39 年から公園内の売店営業の許可（丸山，p222）を得て 40 年新館を建
て「対橋楼」を名乗り、以後文珠山門前で旅館「対橋楼」「対潮楼」を経営、天橋立汽船取締役
等も兼ねた。
　同じく共同経営者の織田彦兵衛（吉津村文珠 47 番戸）も明治 45 年頃から公園内売店営業を許可
された（丸山，p222）「松浪庄三郎老輔の襲営」（村誌，p687）として「四軒茶屋」の流れを汲み、
40 年新館を建て松吟楼館主（名鑑，p348）となり、天橋立汽船取締役も兼ねた。（丹海，p32）
［写真－ 1］　石間金造
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　吉野定五郎（吉津村文珠 48 番戸）も同じく「四軒茶屋」（村誌，p682）衆の一人、40 年新館を建
て（村誌，p372）松影楼館主となった。（要録，p49、名鑑，p348）
　昔から我が国の海岸地域では海水に昆布を入れて温めて入浴する「海水昆布温浴」⑺の風習が
あった。海水を温めた潮湯も各地にあり、たとえば潮を汲み上げた滝湯や砂湯があり、庶民の楽
しみの場として賑わった大分県の中津名物潮湯は「発祥は明治 15 年ころと伝えられ」⑻る。明治
20 年代には風光のよい福岡市の海岸に衛生庵、枕濤舎、博多晴心館（24 年）、万歳館（30 年）等
が次々に出現し、治療目的から次第に娯楽的性格を帯びて一部は料亭化した⑼。明治 30 年代「蒸
気機関を以て海水を呼び湯室を設けて之れを暖め」⑽た唐津虹の松原の海浜院の浴場は工費 2万
円もの大規模なものであった。小口千明氏は温かい瀬戸内に多く偏在し、「東日本に位置する潮
湯は少ない」⑾と潮湯の偏在性を地理的に考察したが、橋立潮湯は潮湯の普及過程を分析する上
でも興味深い存在といえよう。なお文殊の旅館主が温泉ないし疑似温泉を渇望していた証拠とし
て、昭和 4年硫黄泉が発見され建設された「橋立温泉」が「早くも一般から非常な期待をかけら
れ…地方的に寄与する所もまた頗る大」⑿と評価されたり、戦後松吟楼が「天橋立を目の前に湯
の香も新しく天橋立温泉が開温いたしました」（松吟）と「天橋立新温泉開湯」（松吟）を宣伝し
た事実から窺える。松吟楼によれば「この温泉は遠く三百年の昔から橋立のほとりに湧出してい
た」（松吟）硫化泉であったという。
（2）天橋立汽船
　大正 9年 7 月 1 日橋立廻遊船が吉津村字文珠（丹海，p232）645 番地（幾世勘七の「対橋楼」の住
所に相当）に創立された。本店の位置からみて当初から幾世、石間ら文珠地区の旅館主が自館の
宿泊客誘致目的で関与した企業と考えられる。9年 9 月 26 日橋立廻遊船が宮津～文殊～一の宮
間の運航を開始（丹海，p232）、「宮津駅開始以来駅前の桟橋で橋北汽船との間に客の争奪戦」（二十）
が勃発した。旧伊根汽船以来の老舗・橋北汽船はいわば丹後半島のローカル航路を抱えた公共交
通機関の色彩が濃厚なのに対して、大正バブル期の好景気を背景に新参の橋立廻遊船が収益性の
高い観光航路に特化して殴り込みをかけた形で競争が開始された。
　橋立廻遊船は 10 年第二廻遊丸（丹海，p23）を、13 年橋立丸（丹海，p23）をそれぞれ新造した。
14 年現在の『日本船名録』には橋立廻遊船が所有する「第二廻遊丸」⒀（10 トン、船籍港吉津）が「不
登簿船」欄に記載されている。14 年 3 月 28 日（丹海，p23）橋立廻遊汽船が天橋立汽船に商号変
更し、府中村字中野に本店を移転した。（丹海，p20）本店を府中村役場内に置き、宮崎佐平治と
いう名望家が新たに参加した。
　宮崎佐平治（与謝郡府中村江尻 382 番地）は明和 4（1767）年に創業され百数十年続く老舗の醸造
元（現白糸酒造）に生まれ、代々宮崎佐平治を襲名、古典に登場する白糸の浜より命名した銘酒「白
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糸」を作った醸造家である。府中村長など与謝郡の名望家として農会、丹後会、農産会等に関与
する一方、明治 26 年 5 月創立の宮津銀行監査役（諸M28，p65）、宮津銀行取締役（日韓上，p110）
を兼ねた。大正 9年 10月丹後鉄道速成期成同盟会委員（資料，p804）、成相電気鉄道発起人総代⒂、
大正 11 年現在宮津銀行監査役、橋北汽船取締役（要T11 役下，p170）、大正 13 年 3 月 28 日石間
らと天橋立汽船取締役に就任した。（官報）、大正 14 年 11 月内山廣三⒂、長田桃蔵ら 27 名と「義
人追頌碑」を建設、天橋立汽船社長（丹海，p44）、昭和 19 年統合時の天橋立汽船社長（丹海，
p43）、19 年 2 月丹後海陸交通初代社長に就任、21 年 4 月第 22 回衆議院議員選挙（京都府）で日
本進歩党から立候補、職歴酒造業、対立候補の芦田均は日記で「旧三区では宮崎佐平治君が最も
優勢で、私につぐ当選圏内と言はれてゐる」⒄と評した。昭和 25 年石間らと天橋立観光取締役に
就任（商登）、昭和 42 年 3 月現在、丹後海陸交通代表⒅、和光タクシー（京都市）代表⒆、昭和 46
年 4 月日本旅客船協会の機関誌『旅客船』に「恒例の春」を寄稿、昭和 48 年 5 月死亡した。（丹
海，p213）
　このことから、出資者が文珠の旅館主グループから、府中村有力者にも拡大し、「宮津文珠府
中及阿蘇沿岸航路ニ於テ貨客及物品」輸送を目的に既存の橋北汽船と対抗して、「地方発展に貢
献」「地方民の公共的意図」（二十）を誇示できる「観光天橋立の必須機関」（二十）的存在にまで
成長しようと目論んだものと考えられる。
　大正 13 年 4 月に宮津まで、14 年 7 月に天橋立まで国有鉄道が開通し、さらに昭和 2年 8月 13
日成相電気鉄道（天橋立鋼索鉄道と改称）が開業し、「乗客は押すな押すなの人出、汽船は超満員
となる」（二十）という「時運の恵み」（二十）が幸いした。中心都市の宮津を母港とする先発の
橋北汽船に比して、14 年 7 月以降京阪神からの遊覧客が直接天橋立に下車したため、天橋立を
母港として傘松方面に向かう天橋立汽船の航路の立地条件が飛躍的に改善した。このため昭和 2
年 4 月「第二橋立丸」、7年 3 月 12 日「第三橋立丸」（丹海，p233）を新造するなど、順調に業容
を拡大した。昭和初年のなかや旅館の案内（なかや 1）は天橋立汽船の料金表を掲げ、「天橋立汽
船は宮津、文珠、一ノ宮間を…汽車に連絡して運航致します。モーターボート及和船は御注文次
第随時お供致します」（なかや 1）と、なかや旅館と天橋立汽船との緊密さを示している。また天
橋立汽船は昭和初期に「昔しやテンコロ舟ギッコカイと漕いだ　今は遊覧船の意気な橋立丸で一
トときに」との宮津小唄を織り込んで、「天橋立の磯つたいに絵のような海を辷る　天橋立汽船
会社の橋立丸各姉妹船」を眺めるモボ・モガ男女アベックのロマンティックな絵葉書（丹海，p34
所収）を発行したが、ローカルな遊覧船の発行絵葉書としては出色の出来映えであろう。同一写
真が昭和 10 年のなかや旅館案内（なかや 2）にも仲良く掲載され、こちらにはキネマ女優と思し
き美女 6名の海水浴写真まで載っている。検閲対象は地図のみであるとはいえ、時局柄不謹慎と
見做されかねない大胆な写真を敢えて継続掲載したのは館主石間の新奇性あふれる観光デザイン
力、キネマ好きの心意気かもしれない。
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　このころ天橋立鋼索鉄道の経営するモーターボートと天橋立汽船とは全面的に競合関係に立
ち、「昭和二、三年の役、即ち省線モーターと汽船のしのぎを削る戦」（二十）が勃発した。しか
し 4年 12 月天橋立汽船は相手側と「無事握手」（二十）し、5年 1 月天橋立汽船は「懐加減が良
くなったので、〈省線〉モーターを買収」（二十）した。すなわち、天橋立汽船は天橋立鋼索鉄道
と協定し 4年 12 月 1 日同社のモーターボート 2隻（雄島、大天橋）を譲受した。（丹海，p23）この
際に天橋立鋼索鉄道は総株数の 12.5％に相当する「天橋立汽船株式二〇〇株」⒇をモーター買収の
見返りに「天橋立汽船株式会社新株式六、三〇〇円」21を取得して有価証券勘定に＠ 31.5 円で計
上するとともに、専務山本三省22を天橋立汽船取締役（丹海，p32）に派遣、同汽船を関係会社と
した。さらに昭和 10 年天橋立汽船は友好関係を築いた天橋立鋼索鉄道と連名で『天の橋立案内』
（鋼索 1）を発行した。こうした天橋立鋼索鉄道と天橋立汽船との関係緊密化を背景として昭和 5
年 12 月大阪鉄道局とも交渉の結果、天橋立遊覧客の便宜を図るため鉄道省・天橋立汽船・天橋
立鋼索鉄道3者共通の便利な連絡切符を発売した。10年のなかや旅館案内もこの「鉄道省遊覧券」
は「汽車汽船ケーブルカーの通し切符でありますから、一々切符をお買ひになる手数も要らず非
常に御便利」（なかや 2）と推奨している。天橋立汽船は「昭和五年春駅前案内所設置問題で商業
組合及地方の反対を押し切って決行」（二十）し、10 年 5 月（丹海，p23）大垣 181 番 1 に本社（現
一の宮駅）を新築移転（丹海，p19）、11 年 10 月宮津待合所（丹海，p35）を竣工させするなど、こ
の時期に営業拠点の整備に取り組んだ。本社移転直後の 10 年 7 月「船中レコード放送でサービ
ス大いにつとめ」（二十）たが、13 年のなかや旅館案内『天橋立遊覧記念帖』（なかや 3）の最終頁
に「こちらは天橋立汽船サービス放送局でございます…その由来を映画の解説もどきで放送いた
します」という「縞の財布の由来」「天橋立汽船名勝案内解説」がそっくり記載されており、別
府地獄巡りの亀の井バスの名調子の案内23などの刺激を受け、当時流行のレコードや映画の好き
な石間が自ら映画の脚本まがいの「名勝案内解説」もデザインしたとしたら、戦時下にある時期
にもかかわらず、軍事色を出さずあくまで粋で行く、趣味人としての彼の反骨の性向が窺えて興
味深い。
　12 年 2 月新たに傘松方面へのバスコース開設により、従来の汽船コースと競合し「バスと駅
前の鞘あて」（二十）が生じた。15 年 2 月創立 20 周年を記念する小冊子・天橋立汽船（丹海，p21
所収）を発行した。20 年の社業の発展のあとをマンガ風の絵巻にしたアイディアはおそらく当時
の専務・石間金造らの「斬新な発想」（丹海，p33）に由来しよう。15 年では天橋立汽船の役員は
社長宮崎佐平治、専務石間金造、取締役織田彦兵衛、宮崎安蔵、山本三省、監査役徳田富治、山
本九兵衛、後藤佐平治、相談役小松九郎右衛門であった。（丹海，p32）
　17 年度の天橋立汽船の輸送人員は 314,400 人で、同時期の橋北汽船 234,370 人を凌ぎ、天橋立
汽船の配当率も 10％で橋北汽船の 8％を上回る好成績を収めた。統合後の丹後海陸交通の新社長
に天橋立汽船社長の宮崎佐平治、取締役支配人に天橋立汽船専務の石間金造、監査役に天橋立汽
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船監査役の徳田富治が就任、10 名の役員のうち 3名を占めた。これに対して出資比率 51.07％の
橋北汽船は 10 名の役員のうち 4名を占めたものの、出資比率 32.83％の天橋立汽船の側にむしろ
経営の主導権が移ったような印象を与える。おそらくビジネスデザイン力で石間らの天橋立汽船
が優位に立っていたのかもしれない。
（3）「なかや旅館」別館「掬水〈翠〉荘」の建設
　こうして橋立潮湯を拠点に文珠地域に進出した石間金造は次に公園内部の景色のよい場所に目
をつけた。丸山宏氏の先行研究によれば、文珠「なかや旅館」の主人石間金造が大正 8年 6月最
初に小天橋の北部に旅館を建てたい旨を与謝郡に申請した。橋立潮湯の共同経営者でもある幾世
と、やはり宮津から進出を図った徳田佐兵衛24の 2件の旅館申請とともに与謝郡は石間の意向を
京都府へ照会した。大正 8年 6 月 23 日京都府内務部は注意事項として「瀟洒な建物として周囲
の風致と調和させること」（丸山，p221）などを条件に大正 9年 4 月 12 日建設が許可された。後
年の昭和 10 年、石間は自己の建物は「公園内白砂青松の中に茶褐色の檜皮屋根は四辺の景物と
相照応」（なかや 2）すると宣伝している。しかし許可されたのが折悪しく大正バブル崩壊の時期
であり、申請した 3人とも建設を躊躇し、当時はまだ架橋予定の「小天橋は現在孤島の状態であ
［写真－ 2］　なかや旅館と掬翠荘、橋立倶楽部の位置関係（『天の橋立遊覧案内』栞）
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 18 号　2014
─　　─8
り、架橋後物資の運搬が容易になつてから着手したい」（丸山，p222）との延期理由を挙げた。そ
の後石間だけは不況が深刻化してバブル期の観光デザインの大半が挫折を余儀なくされる潮流の
中にあって、いかなる成算があったのか、独り敢然として計画を具体化させた。そして「大正十
一年管轄庁の認許を得て建築」（村誌，p919）、11 年 4 月 15 日に竣工届（丸山，p222）を出し、な
かや旅館別館として「掬翠荘」と名づけ開業した。（［写真－ 2］）11 年大天橋が、12 年小天橋が
相次いで架橋され立地条件が大幅に好転、村誌は「幽邃風雅池水に映して月宮掬すべく」（村誌，
p919）、石間が「小天橋に別館を経営するに至りて旧観全く一変し」（村誌，p688）たと評した。
その後、佐々木富子の経営する松富楼（宮津精輝楼別館）も遅れて「大正十三年府の認許を受けて
建築し、掬水荘と共に松風天琴中にありて遊覧客を迎ふ。清楚静閑」（村誌，p919）とされた。昭
和 6年の『天橋立案内』でも別館松富楼を「天橋立公園内にあります。和風平家建の閑静な別荘
式」（精輝）と紹介している。
（4）「なかや旅館」別館「橋立倶楽部」「橋立名産館」「商品館」
　大正 14 年ころ「元郵便局跡にカフエーを兼ねた潮湯を開設する計画」（T14.7.14 日出）も報じ
られた合名会社橋立潮湯は昭和 15 年 6 月 20 日「総社員の同意に因り解散」（商登）し、石間金
造が清算人に就任したことで、旅館共同出資の合名会社は法的な決着がついたが、以後の橋立潮
湯の消息は未詳である。しかしなかや旅館本館に隣接した「橋立倶楽部」のほか、「橋立名産館」
「商品館」などの別棟が大正末期から戦前期に存在した。以下のなかや旅館案内に見るようにな
かや旅館の「附属設備」である「橋立倶楽部」が、加盟旅館が内湯を整備した結果、潮湯・共同
浴場としての使命を終えた橋立潮湯の施設の転用策と考えると説明がつきやすい。
　まず昭和 5年以前の発行『天の橋立遊覧案内』（栞）の鳥瞰図には小天橋の東側の沿岸に位置
する「なかや旅館」本館と接する「橋立倶楽部」なる建物が、「なかや旅館」「掬翠荘」と同じ赤
色で描かれている。本文でも特に「橋立倶楽部」の全景写真を掲げ、「舞台付百畳の広間に玄関、
洗面場、便所等専属したる独立建物であります…之は一般旅館に見られぬ特異の設備で御座いま
す」（栞）と、しきりに売り込んでいる。「カフエーを兼ねた潮湯」という日出記事を勘案すれば、
「学生会館」に転用するには豪華すぎる破風を施した橋立潮湯の施設が会社清算より前に事実上
遊休化して「なかや旅館」の直営付帯施設「橋立倶楽部」に変身した可能性を示唆している。昭
和 10 年「なかや旅館」案内には「料金も規定外の低額を以て歓迎いたします」（なかや 2）とあり、
宣伝の甲斐もなく低稼働を余儀なくされていたのかもしれない。
　村誌はその後の文殊地区の商業の発展につき、「大正晩年商品館の建築、昭和四年名産館の出
現、五年橋立物産館の開店によりて現今の盛観を呈するに至れり」（村誌，p688）となかや旅館と
も関係のある個別施設名を多数列挙している。このうち「丹後縮緬同業組合経営になれる」（村誌，
日本三景天橋立の最高の展望を追い求めた“観光デザイナー”石間金造
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p370）商品館は「同組合が製産品宣伝の為に非営利的に経営せる」（栞）もので、なかや旅館の「附
属設備」である「橋立倶楽部」の「弊館構内に御座います」（栞）となかや旅館の「営業の栞」
に掲載されている。また「土産物専売」（村誌，p370）施設である名産館はなかや旅館「直営のお
みやげ店」（なかや 1）である。昭和 14 年のなかや旅館案内の鳥瞰図でもなかや本館の西隣、広
い道路に面して商品館と名産館とが別棟として描かれ、なかや本館、海別荘掬翠荘、山別荘玄妙
庵と並んで「橋立名産館と食堂部」として「品質にも御値段にも安心の出来るお土産店として弊
店の経営でございます。館内にお手軽食堂並に撞球場の設備もございます」（なかや 3）と橋立名
産館がなかや旅館の経営であると明示している。この時期は昭和 15 年の橋立潮湯解散と符合し
ている。
（5）別館「玄妙庵」の建設と合名会社なかや旅館の設立
　石間金造は昭和 4年の年賀状で「賀正　一層改善に相努めます　相変わらず御贔屓を希ひます　
一月元旦」25と書いたが、同じ頃と思われるなかやの案内には「…飽くまで改善に努め度いと存
じて居ります」と「店則」で「聊か改善の一途として御室に応じて室料を頂き御茶代を堅く御辞
退申す事に致しました」（栞）と、この頃に茶代辞退に改善したことを示している。昭和初年の
別の案内（なかや1）にも「茶代辞退」が大きく謳われている。このあとの昭和10年の案内では「弊
店は改善の一途として御茶代を堅く御辞退申して居ります」（なかや 2）と、従来からの既定方針
を述べたが、「なかや旅館／別館掬翠荘」の 2館体制で玄妙庵はまだなかった。この直後の昭和
10 年に現在の玄妙庵が建築され、「なかや旅館／海別館掬翠荘／山別館玄妙庵」という 3館体制
確立（［写真－ 3］）を機に法人化、昭和 13 年 3 月 1 日合名会社なかや旅館を設立、13 万円を出資
し代表社員に就任した。（商登）
　石間は昭和 10 年代前半に「玄妙山にドライブウェーを完成し、景観の地を卜したる草庵風の
山の宿」「山別館玄妙庵」（なかや 3）へのアクセスを整備した。合名会社設立時期にあたる昭和
14 年の『天橋立遊覧記念帖』は本文 12 頁の豪華版であり、奥付には「不許復製　天橋立なかや
旅館発行　舞鶴要塞司令部許可」と、書籍の体裁をとっている。巻末の「営業方針」には従前か
らの茶代辞退に続け「尚宿料の等級を廃し…料金の均一を原則とし…御宿料（朝夕二食付）　本館　
四円　別館六円」（なかや 3）との改正点を掲げた。
　この3館体制が確立した記念という位置付けの記念帖の最終頁には「天橋立汽船名勝案内解説」
が記載されており、天橋立汽船との緊密な連携体制が窺える。昭和 10 年の『天の橋立案内　茶
代辞退なかや旅館』（なかや 3）の表紙を飾った舞妓二人の写真、同キネマ女優 6人の海水浴写真、
天橋立汽船発行の絵葉書のモボ・モガ男女アベックの写真等を含め多数の写真が収録されてい
る。以前の版よりも、より鮮明な写真が使用されていることから、天橋立汽船の分を含めて石間
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 18 号　2014
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サイドが過去の乾板・ネガを保有・管理し、今回集大成したものと推測される。戦前の旅館のパ
ンフレットとしては質量ともにおそらくトップクラスの出来栄えではなかろうかと思量する。
　なかや旅館案内（栞）には天の橋立駅の山側に茶店のある玄妙遊園が描かれ、本文でも「付近
御散策地」の一つとして「停車場より三丁の高地にして、天橋四大観の一、付近の町村は勿論日
本海の大観を恣にし眼界殊に広し」（栞）と紹介している。また昭和 12 年の『参拝と観光美　双
璧の天橋立』（連盟 1）にも「躑躅の公園」滝上山遊園、桜山遊園の間に玄妙遊園が描かれている。
　同時期、昭和 13 年の精輝楼『天の橋立御案内』は「国民精神総動員　体位向上」「日本精神体
育の旅　敬神参拝」「健康の旅　観光報国　大気満喫」（精輝）などの時局の標語を大書し、旧版
に加えた「観光報国」姿勢をとっていた。さらに時局の進行した昭和 16 年の北野屋別館『天の
橋立と宮津御案内』は悩まし気な浴衣姿の女性が「防諜」と染め抜いた手拭いで襟元を拭うとい
う、なんともミスマッチな図柄を表紙として「したしき仲にも軍紀はきみつ」（北野）との標語
を朱記し、鳥瞰図にも「要塞地帯ですから写真撮影は出来ませぬ」（北野）との無粋な注意書き
を書き加えている。もし要塞司令部の同一の検閲官がこれらの案内を一瞥したら、石間は時局の
認識に欠け、敬神の思想が希薄と受け取っても不思議ではあるまい。12 頁、総コート紙、写真
満載の超豪華な記念帖発行からわずか 9カ月後の昭和 14 年の『日本三景　天の橋立御案内　な
かや旅館』（なかや 3）は①一枚物の四ッ折、②紙質が低級なザラ紙、③「御宿料」値上げの紙を
張り、旧版を使い回しという、一転して質素倹約モードに入った。紙の統制等の影響もあろうが、
何らかの圧力がかかった石間が敢えて恭順の意を表した可能性もあろう。しかし、文面を精査し
ても元伊勢籠神社に敬神を窺わせる修飾語がなく、鳥瞰図の「玄妙山展望台」にも「玄妙公園展
［写真－ 3］　なかや旅館、掬翠荘、玄妙庵の 3館体制確立（『日本三景　天の橋立御案内』なかや 3）
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望台より天の橋立俯瞰眺望第一」と書き添えるだけで、検閲済の文字を除き同業者のような軍事
色は一切排しており、石間の面従腹背、反骨精神を感じさせる。
Ⅲ．石間金造の関係事業（戦中・戦後）
　石間金造の苦心の産物である玄妙庵と、天橋立観光、合名会社なかや旅館が直営した「玄妙遊
園ロマンスカー」について概観し、石間金造の“観光デザイナー”としての資質を探ってみたい。
（1）丹後海陸交通の初代取締役支配人・常務就任
　昭和 15 年現在石間は天橋立汽船専務（丹海，p32）、19 年 2 月 5 社統合により創立された丹後
海陸交通（丹海）初代取締役支配人・常務に就任（丹海，p44，216）、21 年 5 月丹海常務を辞任、
21 年 7 月丹海取締役に就任（丹海，p216）、22 年では天橋立観光協会常務理事であった。（資料，
p890）
　21年 7月以降も引き続き丹海取締役（丹海，p216）の立場で天橋立ケーブルカーの復活に関わっ
［写真－ 4］　丹後海陸交通経営の天橋立鋼索鉄道（平成 26 年 3 月筆者撮影）
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た。戦前の天橋立鋼索鉄道は 19 年「ケーブルカー、レールを撤去し供出」（丹海，p46）され、鉄
道会社も 21 年 3 月解散（丹海，p19、46）済みであった。この戦時中に撤去したケーブルを別組
織で復活させるべく、丹海は天橋立観光設立直後の 25 年 5 月免許（丹海，p46，236）を得て着工
し 26 年 8 月 12 日（丹海，p86）、［写真－ 4］のように「戦時中に撤去していた天橋立ケーブルカー
が竣工開業」（丹海，p60）した。その後石間は阪急との提携を機に 34 年 11 月因縁深い丹海取締
役を退任した。（丹海，p216）
（2）天橋立観光による玄妙遊園の経営
　天橋立観光株式会社は昭和 25 年 5 月「1．遊園地海水浴場の経営、2．飲食営業及び飲食料品
土産物販売、3．観光事業を営み、又は同事業に投資すること」（商登）ほかを目的として、京都
府与謝郡吉津村文珠 644 番地（石間金造宅）に資本金 100 万円で設立された。（商登）大阪陸運局
の調査では「天橋立観光株式会社が玄妙山上に…玄妙遊園（展望台、食堂、その他子供遊技施設）」（調
査）を設置したとする。玄妙遊園を運営する天橋立観光が設立された 25 年時点では無免許のロ
マンスカー（後述）は既に設置されていたが、目的には鋼索鉄道業の兼営は掲げられておらず、
同社設立自体は無免許問題の解消策ではなかったものと考えられる。昭和4年の『天の橋立案内』
（三省）鳥瞰図には天橋立駅の後方に桜の木に囲まれてた玄妙遊園が描かれている。なかや旅館
が戦前に発行した『天の橋立遊覧案内』（栞）も「玄妙遊園　停車場より三丁高地にして、天橋
四大観の一、付近の町村は勿論日本海の大観を恣にし眼界殊に広し」（栞）と紹介するが、自社
施設の言及はない。したがって戦前から存在した既存の玄妙遊園に石間らが竜宮閣と呼ぶ展望所
を開設、遊戯設備を拡充し入園料を徴収し始めた時期が 25 年ころと推定される。25 年 6 月 10
日～ 26 年 8 月 31 日の 15 ケ月間の玄妙「遊園収入、売店収入」78,660 円を天橋立観光が管理し
ていた。（調査）
　天橋立観光の取締役は石間金造、宮崎佐平治（前出）、徳田富治（宮津町）、山本正（海部村）、
後藤虎雄（府中村）、吉田信太郎（宮津町）、監査役は内山廣三（前出）、山本九兵衛26であり、天橋
立汽船元役員仲間が多数参加している。丹海役員らが自社の傘松ケーブルの復活を画策すると同
時に、天橋立を俯瞰する展望施設として直接競合関係に立つ文殊側の玄妙遊園を推進するという
一見奇妙なことになる。
（3）玄妙遊園「ロマンスカー」の敷設
　故中川浩一氏は昭和 31 年 6 月現地を訪れた際偶然に遭遇した「玄妙遊園」「ロマンスカー」と
の看板のある実長 94mの複線軌道の写真を掲げ、「なかやの実際の輸送開始はもっと前ではない
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かと思う」27と推測した。森口誠之氏の近年の調査では「（なかや旅館）従業員の間で伝わってきた
話によると、ケーブルの運営を始めたのは昭和 23 年（1948）頃」28との貴重な伝承を紹介する。
23 年との確認はとれなかったものの、遅くとも 25 年 6 月ころまでに「ロマンスカー」を設置し、
26年11月昭和天皇行幸の際には存在したことは当時の新聞記事で確認できる。なかや旅館は「行
幸の際玄妙庵は御宿泊所としての指定を受け、約五〇〇万円の経費をもって、庵内その他諸設備
の改善を行い、無事この責任を果し得、ますます充実発展しつつある」（調査）とされた。この
行幸時に「対日援助見返資金三〇〇万円の融資を受け」（調査）建設費 384 万円でその他諸設備
としてのロマンスカーを遊園地経営主体である天橋立観光ではなく、より石間家の個人企業色の
濃厚な合名会社なかや旅館として建設したと考えられる。大阪陸運局は「主業務である旅館業に
対し、本鉄道はサービスの向上につとめ培養的存在となり…遊覧施設としては…当を得ている」
（調査）と評価した。
　行政関係者の執筆になる『交通年鑑』昭和 36 年版は、「34 年 11 月より 35 年 10 月までに新設
された鋼索鉄道、索道を述べると、先ず鋼索鉄道では 1月に京都府天の橋立のなかや旅館…」29
と麗々しく筆頭に掲げるが、平成 12 年運輸省文書の公開以前の時期において事態を正しく掌握
された中川氏の指摘の通り、地方鉄道の免許は 27 年 5 月 16 日であるが、実際には遅くとも 25
年 6 月 10 日には「玄妙ケーブル」の有料運行を開始しており、昭和 26 年 8 月 31 日までの 15 ケ
月間に旅客収入 1,731,335 円、延人員 118,942 人の実績をあげていたこと、借入金が既に 300 万
円あり、借入金利子として 382,500 円を支払済みであることなどが、免許申請時の添付資料から
明らかである。森口氏は「免許を取ったのは、宿泊客以外の観光客を有料（往復 30 円）で輸送す
るようになったための処置であろうか」30と推論されるが、25 年 6 月 10 日から有料運行開始した
点を事実確認した運輸省から指摘され、当地への天皇行幸を前にしてご宿泊所に無免許私鉄は困
ると免許申請方を強く指導されたためではなかろうか。なぜなら 27 年 5 月設立された新宮観光
も旅館・二の丸を開業する際に丹鶴城跡山頂に至る短距離ケーブルカー敷設免許を申請してい
る。この頃大阪陸運局では管内の旅館ケーブルカー設置に敏感になっていた可能性がある。当然
に天皇行幸の際に　「沿道に並ぶ地元村民学生奉迎陣の歓呼に応えられつつ、ロマンスカーで浦
島駅で下車」（S26.11.14 京都　丹後版）されたとの一見ご乗車をも想起させる新聞報道は大阪陸運
局でも把握可能だからである。34 年 2 月 23、24 両日に竣功検査を行った運輸技官林四郎らの報
告書の備考にも「本鋼索鉄道は昭和 25 年に敷設した既設のものを今回地方鉄道として手続した
ものである」31と昭和 25 年の無免許敷設を当局として遅ればせながら「今回地方鉄道として手続」
させ、ここに無事に合法的存在に矯正した事実を認めている。
　なお、合名会社なかや旅館はその後定款を改正して、「1．旅館業、ホテル営業、料理屋業、飲
食営業、2．鋼索鉄道による旅客運輸営業、3．観光事業を営み、又は同事業に投資すること」（商
登）ほかを目的とすることで、定款上でも鋼索鉄道業の兼営が可能なように整備している。
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（4）玄妙遊園ロマンスカーの営業状況
　前述のようにロマンスカーは 25 年ころから無免許のまま運輸営業し、『日本三景天のはし立』
（玄妙）に「ROMANCE CARロマンスカー／GENMYOAN旅館玄妙庵」の看板を掲げた浦島駅
と全線複線式の軌道を昇降するロマンスカー 2両の［写真－ 5］を掲げ堂々と宣伝していた。こ
のパンフレットは玄妙庵が政府登録国際観光旅館に指定32された 26年度以降であり、宮津に堂々
と「遊郭」が図示されることから禁止される 33 年より前であることから、26 年 11 月の行幸の
興奮冷めやらぬ 27 年頃の発行かと推定される。
　「御案内…案内所33から更に一〇〇米のところに玄妙遊園浦島駅があり、ロマンスカーで一分
半登ったところが玄妙庵であります。別館掬翠荘は案内所から反対の方向へ徒歩五分の天橋立公
園海浜にあります」
　「光栄　天皇陛下には昭和二十六年秋の近畿行幸御日程中、戦後再建のわが丹後地方御視察の
ことあり、即ち同年十一月十三日午後四時五十分御宿泊所と定められた玄妙庵へ御到着、翌十一
月十四日朝御機嫌うるわしく御還幸あらせられましたが、この間、陛下は玄妙庵より脚下の名勝
『天橋立』を御展望あそばされて…『天橋立』は、この日かぎりない欣びの栄光34を仰き迎えま
した。庵主敬白」
［写真－ 5］　玄妙遊園ロマンスカー（『日本三景天のはし立』玄妙）
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　「玄妙遊園にはロマンスカー（ベビーケーブル）がいつでも運転しております。ここは昭和二十
六年十一月天皇陛下の御登臨35を賜った新名所で、橋立を中心にして傘松と相対し、それぞれの
特長があります。浦島駅、乙姫駅、竜宮閣展望所など夢の国を想はせます。…所要時間…玄妙浦
島－乙姫　ロマンスカー一分半　往復二〇円」
　「玄妙遊園とロマンスカー（ベビーケーブルカー）
　…今は科学の発達で、美しいロマンスカーができ、竜宮閣へは夢ここちの一分半すがすがしい
緑の丘、アッとおどろくような天の橋立、丹塗のらんかんを隔てて眺めるこの絶景！売店、食堂、
休憩所もあり、山麓の『浦島駅』へのベビーケーブル、おとなも小供もなんだか『おとぎの国』
へ来たようである」
　「玄妙ロマンスカー（ベビーケーブルカー）　天橋立駅から二〇〇米のところ山麓浦島駅から丘上
乙姫駅まで一分半、昼夜いつでも運転しております。
　竜宮閣展望所　ロマンスカーで登ったところ、構内には食堂、茶店、売店も完備しております。
　レストハウス乙姫　玄妙遊園にあり、天橋立を一眸にして簡易宿泊と御休憩の施設、グリルで
は喫茶、軽食」（玄妙）
　「玄妙庵」案内の地図（［写真－ 6］）だけではなく、昭和 32 年頃に松吟楼が発行した『日本三景　
天の橋立温泉』でも絵図に「玄妙山　ロマンスカー」を描き、「玄妙遊園より見た天の橋立」（松
吟）の写真を掲げた。
［写真－ 6］　玄妙遊園の各施設配置図（『日本三景天のはし立』玄妙）
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（5）ロマンスカーの休廃止と天橋立総合事業・天橋立ビューランド
　昭和 43 年にはなかや旅館ケーブル（浦島 - 乙姫間）は道路整備等に伴い運行を休止、46 年 12
月 31 日廃止された。これに代るかのように 44 年 4 月 8 日天橋立総合事業が設立され、44 年 10
月27日国定公園特別地域内工作物の新築許可申請書が「京都指令4都第4-59」により認可された。
44 年 11 月 14 日大阪陸運局より「大阪陸運局第 1514 号」によって営業免許された。45 年 3 月
31 日大阪陸運局より「大阪陸運局第 1183 号によって工事施工認可がおりて工事が進捗した36。
かくして 45 年天橋立総合事業が文珠山の山頂に天橋立ビューランド（宮津市文珠 437）を開園し、
同時に［写真－ 7］のモノレール（スロープカー。乗り場で運賃でなく入園料 850 円を徴収）が開通、
事実上ケーブルの代替機能を果している。
Ⅳ．むすびにかえて
　昭和15年ころすでに「橋立か、“なかや”かといはれる程に有名」37な存在であった戦前期の「な
かや旅館」や、玄妙遊園、戦後の玄妙庵・ロマンスカーについては多くの文人・著名人等の評価・
感想等が存在する。
　①山口誓子「宮津の玄妙庵という宿は山の上にあって、そこへは小さいケーブル・カアで登る
のだ。登るにつれ…橋立は…見事な一直線になる」（S31.10.20 東京）38
［写真－ 7］　天橋立ビューランドのモノレール（平成 26 年 3 月筆者撮影）
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　②中里恒子「玄妙庵のある山の上から天橋立や、成相寺、その周辺を描いている〈雪舟の〉大
作…玄妙庵には、この写しがある。…川端龍子が…玄妙庵に着いて、部屋の中から橋立をふかん
して興味をもち、すぐに写生をはじめ…たと言われている。私は…画家の眼が活写されているこ
とに興味をもった。龍子の図と、雪舟の図と、あわせて見たことが、私の旅の印象を深くした…
してみると、玄妙庵の古さも重視すべきことなのかもしれない。…足利三代将軍の義満が…参詣
したときに、玄妙山に席を設けた。そしてここから、天橋立を眺めて、この景色は、天地自然の、
玄妙なものだと感じて、設けた席に、玄妙亭と名づけさせた。…現在の旅館玄妙庵は二代目」39
　③池坊保子「もう日はとっぷりと暮れてしまっている。前方のケーブルカーのレールだけが、
わずかに夜の光の中でうっすらとかすんで見える。…天の橋立玄妙庵の旅館から町に通じるケー
ブルカーの乗り場は、もう目の前であった。…私は自分の心をもてあましながら、夫と二歳にな
る由紀の待つ旅館の部屋へと戻った」40
　④「天橋立駅の門前町から国道一七八号線を、対潮庵へ行く道へ曲るとケーブルがある。それ
で一〇〇ｍばかり上ると玄妙遊園の竜宮閣という楼門がある。そのあたりから眺める天橋立の景
観は天下無双といわれる程よい。山上に玄妙庵という旅館がある。その窓からの眺めもまた一段
とすばらしい」41
　⑤ 53 歳の時、幼い頃から念願だった天の橋立なかや旅館に泊まった齋藤茂吉は「與謝の海と、
それを囲む山々で、やはり日本三佳景フォトで天の橋立を見、山に登って遠望した。…此處は旅
人の集まる名所ゆゑ、流石に旅館の女中の愛敬ここは日本三景の一」42と評した。
　⑥野村徳七は「毎年ご贔屓のなかや旅館に滞在、付き添いの青年達と毎日のように水泳…齢四
十代から五十代にかけての頃、毎夏彼は日本海沿い宮津海岸天の橋立へ書生を伴った」43となか
や旅館を贔屓にしていた。
　⑦戦後では山本周五郎が昭和27年『サンデー毎日』に掲載した小説『いしが奢る』の一節に「初
めて天の橋立へいったときのことであるが、切戸文殊の内海がわにある『掬水亭』という料亭で
休んだ」44「望湖庵は玄妙ヶ岡の中腹にあった。文殊へは裏道づたいに…」45など、玄妙庵（望湖庵）、
別館の掬翠荘（掬水亭）を想定させる旅館を登場させた46。
　さらにロマンスカーについても次の見聞録がある。
　⑧玄妙遊園「門前町から国道を、さきにみた対潮庵へ行く道へまがると、ロマンスカ （ー旅館・
玄妙庵経営）とかかれたケーブルカーがある。これに乗ると一分半一○○メートルの上が玄妙遊
園であるが、そこに「竜宮閣」といわれる小さい楼門があり、ここから眺める「天橋立」をとり
入れた景観は、実に天下無双といえるが、周囲の設備はきわめて貧弱、遊園というには余りに小
さい。しかしここの「天橋立」展望は、すべての欠点をおおって美しく、ここへあがった価値は
十分である」47
　⑨「天橋立の駅の後ろの玄妙庵へいくところに「ロマンスカー」というケーブルカーがありま
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した。上には竜宮城の門のような建造物があり、そこまでケーブルが上がっていました。それを
父につれられて妹とあがり、展望台から橋立を俯瞰したものです。昭和 32 年ごろです。今とは
建物もかなり違います。残念ながらこの展望台も今はなく、木が茂っていてこの光景は今は写せ
ません」48
　最後に、石間金蔵の観光デザイナーとしての資質を総括すれば、彼は
①他所の「宮津町より来り」（村誌，p687）との外来性。
②周辺には恐らく皆無であった「潮湯を営」（村誌，p687）んだ新奇性。
③古参・先発業者の「四軒茶屋」衆などと協調して共同出資形態を多用した協調性・地域融合性。
④鉄道開通による文殊地区の発展を見越して先行投資した予知能力。
⑤一人で異業種に跨がる複合的な観光デザインを着想し、軌道に乗せ、効率的に経営した総合性。
⑥ 石間の一連の活動が「当時村民に甚だしき衝動を与へ、文殊開発の気運一時に挙がり」（村誌，
p372）、「旧観全く一変し…現今の盛観を呈するに至」（村誌，p688）った革新性などが評価でき
よう。
　さらに筆者は石間の最大の特性として、観光施設の不動性を克服して、数度にわたり移動を敢
行した点を特筆しておきたい。天橋立の最高のビューポイントを熱心に追い求め、宮津より最寄
り文殊の中心に進出、さらに欲張って公園内に海の別荘を設け、汽船会社を起こし、宿泊客を成
相山の頂に案内した。それでも満足せず、文殊の裏山に着眼、ここに山の別荘を設け、戦後遊園
会社を起こし、とうとう自前のロマンスカーまで設置して彼の観光デザインは完成した。しかも
［写真－ 8］　玄妙遊園ロマンスカー浦島駅の旧駅舎（平成 26 年 3 月筆者撮影）
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施設が完備した段階で行幸・天覧の機会を得て、幾多の候補中より御宿泊所に選ばれた。昭和天
皇が可愛らしいロマンスカーをお召車両とされたかどうか、確認できなかったが、玄妙遊園から
の絶景を天覧に供したことは御製の石碑からみて間違いない。許可を得て現地を訪れてみると、
ロマンスカーの始点・浦島駅の旧駅舎［写真－ 8］は現存するものの、往時を偲ばせる遺構の大
半は草むらに覆われている。
注
⑴　拙稿「阪急グループの系譜─戦前期を中心に─」『鉄道ピクトリアル』第 663 号、平成 10 年 12 月参照。
⑵　筆者は松島という今一つの日本三景の観光デザインを論じている。（拙著『観光デザインとコミュニティ
［表－ 1］　引用した天橋立関係観光資料の略号一覧
発行年 略号 書誌データ
明治 31 年 美やげ 『橋立美やげ（大日本三景）』
大正 13 年 初三郎 吉田初三郎『宮津橋立名所図絵』舞鶴・坂根栄正堂
昭和 4年 賀状 「なかや旅館營業主石間金造　従業員一同」1）
（4年） 栞 『天の橋立遊覧案内　附営業の栞』（丹後宮津町　佐々木印行、SS スタジオ画、
検閲記載なし）
（5年） なかや 1 なかや旅館『日本三景　天の橋立案内』
6年 常光 金子常光画『国立公園候補地天の橋立案内』日本名所図絵社、裏面は精輝楼『天
橋立案内』
7年 三省 山本三省『日本三景　天の橋立案内』（表紙と本文は 2種、絵図は共通）
10 年 なかや 2 なかや旅館・別館掬翠荘『天の橋立案内　茶代辞退なかや旅館』
10 年 鋼索 1 天橋立鋼索鉄道・天橋立汽船『天の橋立案内』
11 年 鋼索 2 天橋立鋼索鉄道・天橋立汽船『天の橋立御遊覧案内』
12 年 連盟 1 天橋立観光連盟『参拝と観光美　双璧の天橋立』
13 年 清輝 旅館清輝楼・別館清富荘・支店松富楼『日本三景　天の橋立御案内』
14 年 なかや 3 なかや本館・海別館掬翠荘・山別館玄妙庵『日本三景　天の橋立御案内』
14 年 連盟 2 天橋立観光連盟『参拝と観光美　双璧の天橋立　国民精神総動員』
16 年 北野 北野屋別館『日本三景　天の橋立と宮津御案内』
戦後 なかや 4 なかや旅館『天の橋立観光案内』
26 ～年 玄妙 吉井富画『日本三景天のはし立　旅館玄妙庵　別館掬翠荘』
（30 年） 松吟 旅館松吟楼『日本三景　天の橋立温泉』ちえの餅本家
（資料） 原則として図書館や筆者等が所蔵するなど現物を確認できた案内書。発行年は検閲日を含む年内に
発行されたものと見做した。（　）内は推定
　　　　1）年賀状（新井旅館ブログ「あらゐ日記」
　　　　　  Ameba　ameblo.jp/arairyokan/entry-11446719809.html）
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デザイン─地域融合型観光ビジネスモデルの創造者“観光デザイナー”─』第 1章、日本経済評論社、平
成 26 年 4 月参照）。
⑶　観光デザイナーの意味、役割も拙著『観光デザインとコミュニティデザイン』終章、参照。
⑷　本稿では『丹後吉津村誌』を村誌として、本文中に示したように、以下の頻出資料に略号を使用した。
また天橋立関係観光資料の略号一覧は巻末の［表－ 1］に掲げた。
　村誌…来間義一『丹後吉津村誌』吉津村役場、昭和 5年、商登…閉鎖商業登記簿、丸山…丸山宏「近代天
橋立の風致史─天橋立公園の成立─『京都大学農学部演習林報告』第 58 号、京都大学附属演習林、昭和
61 年、資料…『宮津市史　資料編』宮津市、調査…大阪陸運局「調査事項」昭和 27 年 4 月 7 日『合名会
社なかや旅館　免許　昭和 27 年』、鉄軌…『地方鉄道軌道一覧』昭和 7年、名鑑…昭和 5年版『全国都市
名勝温泉旅館名鑑』日本遊覧旅行社、昭和 5年、要録…『旅館要録』人事興信所、明治 44 年、二十…天
橋立汽船『創業二十年誌』昭和 15 年 2 月（丹海，p21 ～所収）、丹海…『50 年のあゆみ』丹後海陸交通、
平成 6年、日出…『京都日出新聞』、京都…『京都新聞』、東京…『東京新聞』。
⑸　拙稿「授業実践　跡見流観光教育の創始と観光用画像資料の教材活用」『FDジャーナル』第 9号、平
成 22 年 3 月，p142 ～ 5、「跡見観光コレクション─ユニークな観光関係パンフレット」『跡見学園女子大
学図書館報』第 42 号、平成 23 年 3 月，p6 参照。
⑹　四軒茶屋は吉津村誌によれば、無人に近い文殊地区で近世以来境内地に茶屋を出店した最古参住民で最
先発観光業者。
⑺　『日本温泉事典』昭和 32 年，p154。
⑻　大分合同新聞社『目で見る大分百年』昭和 61 年，p133。
⑼　博多晴心館など福岡圏の潮湯は橋詰武生『明治の博多記』昭和 46 年，p172、麻生美希・宮本雅明「福
岡市とその近郊における近代海浜リゾートの成立に関する研究」『日本建築学会九州支部研究報告』3　計
画系、平成 18 年 3 月、p605-8 などを参照。
⑽　『唐津名勝案内』明治 35 年、p53。
⑾　小口千明「潮湯の偏在性に関する地理学的予察─日本における海水浴普及との関連から─」『城西人文
研究』13 号、1986 年，p63。筆者も明治 10 年代の東京市内での潮湯ブームに言及した。
⑿37　『日本都市大觀』毎日新聞社、東京日日新聞社、昭和 15 年、p161。昭和 4年の「橋立温泉」経営主
体は未詳。
⒀　『日本船名録』大正 14 年、p122。
⒁　「鉄道経過表」『昭和四年　地方鉄道免許命令書調査一件　京都府』京都府立総合資料館。なお宮崎が府
中村長に就任していた時期の醸造元（府中村江尻）の名義人は宮崎政吉（『帝国実業名宝』大正 8年，
p33）。
⒂　内山廣三（宮津町）は大正 9年 10 月丹後鉄道速成期成同盟会発起人・委員（資料編，p804）、河守～
宮津間の宮津鉄道発起人総代、府会議員兼前宮津町長（資料，p886）、財団法人天橋立保勝会理事長、昭
日本三景天橋立の最高の展望を追い求めた“観光デザイナー”石間金造
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和 3 年 6 月 11 日天橋立遊覧協会会長に就任（資料，p886）、昭和 5 年当時橋北汽船社長（丹海，p26，
44）、昭和 19 年 2 月創立された丹後海陸交通の初代監査役に就任（丹海，p216）、昭和 23 年 6 月時点で
常任監査役（丹海，p54）、昭和 25 年 5 月監査役辞任。
⒃　長田桃蔵は拙稿「近江商人系資本家と不動産・観光開発─御影土地を中心として─」『彦根論叢』第
375 号、平成 20 年 11 月参照。
⒄　芦田均『芦田均日記 1944-1947』昭和 61 年、p95。
⒅⒆　『全国旅客自動車運送事業者要覧』昭和 42 年，p189，p324。
⒇　『株式投資年鑑』昭和 9年，p431。
21　天橋立鋼索鉄道『第十六期営業報告書』昭和 9年 6月，p10。
22　山本三省（宮津町万年）は大正 11 年時点で与謝郡長、天橋立汽船取締役（丹海，p32）、天橋立鋼索鉄
道支配人を経て専務247株主、昭和3年6月天橋立遊覧協会副会長に就任（資料，p886）、昭和7年6月『日
本三景　天の橋立案内』発行人。
23　亀の井バスは拙稿「湯布院・別府の観光開発の先駆者・小野駿一と油屋熊八」『滋賀大学産業共同研究
センター報』第 2号、平成 15 年 6 月参照。
24　徳田佐兵衛（宮津市木町）は「宮津温泉、元禄年間（1600 年代末）創業…古来より多くの文人墨客に
愛され…近代では、野口雨情や菊池寛・吉川英治等の多くの作家や詩人達が幾度となく来館」（WEB江
戸時代サイト）した精輝楼館主。後継者は徳田富治（丹海監査役、天橋立観光取締役）。
25　新井旅館ブログ「あらゐ日記」Ameba　ameblo.jp/arairyokan/entry-11446719809.html（平成 26 年 4
月検索）。
26　山本九兵衛（文殊 492 番地）は昭和 15 年で天橋立汽船監査役（丹海，p32）、25 年 5 月天橋立観光監査
役就任（商登）。
27　中川浩一「続ケーブルカー物語」『鉄道ピクトリアル』昭和 36 年 6 月，p27。中川氏が実査した 31 年 6
月時点では免許だけ取得していたが、公式記録上は 35 年 2 月 5 日、軌間 880 粍、営業粁 0.1km均一制運
賃 20 円で開業する以前で、34 年 2 月 23/24 日の竣功検査以前の、未だ工事中の私鉄ということになる。
2830　森口誠之「近畿の観光旅館ケーブルカー」宮脇俊三編著『鉄道廃線跡を歩くⅧ JTBキャンブックス』
JTB、平成 13 年，p164。
29　『交通年鑑』交通協力会、昭和 36 年版，p403。
31　「運輸開始に伴う線路敷設工事竣功検査報告」『合名会社なかや旅館　免許　昭和 34 年～ 36 年』、国立
公文書館。
32　『国観連の半世紀 1948-1998』国際観光旅館連盟、平成 10 年，p15。
33　戦前に海岸に立地した旧なかや本館は「お荷物お預りや御連絡」目的の「旅館なかや玄妙庵…付属施設　
御案内所　電（宮津）一六一」となり、主客が逆転した。さらに株式会社玄妙庵が文殊 32 番地の 1に設
立され、平成 16 年 12 月 1 日合名会社なかや旅館は株式会社玄妙庵に合併されて解散した（商登）。
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34　行幸記事には「陛下には十三日夜九時御宿舎玄妙庵主石間金造氏（五九）にたいし御紋章入りの径三寸
の木盃一個と金一封を御下賜になり、また石間氏の長男淳夫氏妻千代乃さん（二二）は十四日朝文殊名物
のモチにそえ、お茶一服を差しあげる。石間氏“お泊りだけでこの上ない名誉なのに、このように御下賜
品を頂き、そのうえ娘までがお茶を献上するとは一家一門の誉れに存じます」（S26.11.14 京都）とある。
当日の京都新聞奉迎広告のトップに「天皇陛下御宿泊所　天橋立玄妙庵　合名会社なかや旅館経営」
（S26.11.14 京都新聞丹後版）と麗々しく掲載されている。
35　行幸記事には丘上の乙姫駅ではなく山麓駅である「ロマンスカー浦島駅から御宿泊所にいたる約三百
メートルの曲りしねった山道は…一定の幅員で砂利が敷きつめられ」（S26.11.13 京都　丹後版）「“玄妙庵”
への急坂五百メートルは特にお歩きになる」（S26.11.9 京都　丹後版）とあり、どうやら無免許ケーブル
へ陛下のご乗車は安全上か何かの理由で回避された模様である。
36　天橋立総合事業・天橋立ビューランドホームページ（平成 26 年 4 月検索）。
38　山口誓子『山口誓子全集』第 5巻、明治書院、昭和 52 年，p253 所収。
39　中里恒子「天橋立絵巻」『中里恒子全集』第 16 巻、中央公論社、昭和 56 年、p308 ～ 9。
40　池坊保子『わが花わが愛』読売新聞社、昭和 47 年，p186 ～ 9。
41　吉田幸一「丹後国における和泉式部の古跡と伝承（下）」『平安文学研究』第 59 号、昭和 53 年，p17。
42　齋藤茂吉「柿本人麿　鴨山考補註篇」『齋藤茂吉全集』昭和 34 年、第 44 巻、p196。
43　野村康三『師徳七の面影　私の目に映った野村家家長像』平成 6年、p99。
4445　山本周五郎『雨の山吹』新潮文庫，p306，p317。
46　玄妙庵主ブログ（GENMYOAN）http://ameblo.jp/arairyokan/entry-11446719809.html（平成 26 年 4
月検索）。
47　『丹後の宮津』丹後の伝説 42: 泪ヶ磯の身投石など　www.geocities.jp/k_saito_site/bunkn42.html（平成
26 年 4 月検索）。
48　2012.05.14 我家のアーカイブス写真 1（OCN　yyorikob.blog.ocn.ne.jp/kobocafe/2012/06/post_413e.html
（平成 26 年 4 月検索）。
